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(54)【発明の名称】 体内経路へ挿入される用具の構造

(57)【要約】
【課題】  気管等の体内経路の形状に対し、全体として
柔軟に対応することができるとともに、一部が手元操作
で多軸的に湾曲することができる湾曲構造、及びこの湾
曲構造を備えた挿管補助具や内視鏡を提供する。
【解決手段】  先端部１０と、前記先端部１０を選択的
に湾曲させる湾曲部２０と、体内経路の形状に沿って形
状を変移するのに充分な柔軟性を持つ柔軟部３０と、前
記湾曲部２０を任意の方向へ湾曲させるための操作部４
０を有する体内経路へ挿入される用具の構造であり、上
記操作部４０により上記湾曲部２０を多軸的に湾曲させ
ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体内経路へ挿入される用具の構造であっ
て、先端部と、前記先端部に連なり湾曲可能に構成され
た湾曲部と、この湾曲部に連なり体内経路の形状に沿っ
て形状を変移するのに充分な柔軟性を持つ柔軟部と、前
記湾曲部を任意の方向へ湾曲させるための操作部を有
し、前記湾曲部は複数の連結部が連結して構成され、前
記連結部はその全長に渡り貫通する少なくとも３つの貫
通孔と、前記貫通孔が開口する一方の基端に位置する球
状連結凸部と、他方の基端に位置して前記球状連結凸部
と摺動状態で嵌挿可能な球状連結凹部とを有し、前記柔
軟部は長手方向に貫通する孔を有し、前記操作部は前記
湾曲部の制御を行なう操作制御部を有するとともに、前
記先端部に固定され、前記少なくとも３つの貫通孔と前
記孔を通過する少なくとも３本のワイヤーを有し、前記
ワイヤーは前記操作制御部によって連動操作されること
を特徴とする体内経路へ挿入される用具の構造。
【請求項２】  上記柔軟部は複数の筒状連結部により構
成され、上記孔が開口する一方の基端に位置する球状連
結凸部と、他方の基端に位置して前記球状連結凸部と摺
動状態で嵌挿可能な球状連結凹部とを有する事を特徴と
する請求項１記載の体内経路へ挿入される用具の構造。
【請求項３】  上記操作制御部は、上記少なくとも３本
のワイヤーにおける張り具合をそれぞれ調整可能なワイ
ヤー調整機構を備えていることを特徴とする請求項１又
は２に記載の体内経路へ挿入される用具の構造。
【請求項４】  請求項１乃至３のいずれかに記載の構造
を備えた気管内チューブの挿管用補助具であって、気管
内チューブの内腔へ挿入し、上記操作制御部の操作によ
る湾曲部の動作により、気管内チューブの患者側端の方
向を変更可能としたことを特徴とする気管内チューブの
挿管補助具。
【請求項５】  請求項１乃至３のいずれかに記載の構造
を備えた内視鏡であって、さらに上記連結部は上記少な
くとも３つの貫通孔と平行して全長に渡り貫通する貫通
穴を有し、上記操作部は接眼レンズと、光源部と、前記
光源部に電力を供給する電源部とを有し、前記接眼レン
ズは映像を伝送するための像伝送用ファイバーに接続さ
れ、前記像伝送用ファイバーは上記孔と前記貫通穴を通
って上記先端部において対物レンズと接続されるととも
に、前記光源部は光伝送用ファイバーを有し、前記光伝
送用ファイバーは上記孔と前記貫通穴とを通って上記先
端部において上記光源からの照射光を前記対物レンズの
視野範囲において照射可能に接続されていることを特徴
とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、人工呼吸を行なう
ための気管内チューブを人体へ挿入するための挿管補助
具や、内視鏡等の体内経路に挿入する医療用具に関し、
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より詳しくは、それら医療用具の構造に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】従来、事故や災害での怪我や急な発病等
で緊急に気道を確保する必要が生じた患者に対して気管
内チューブを挿入する場合、気管内チューブの内腔にそ
の形状を気管へ入りやすいよう矯正するための金属、樹
脂等で形成される挿管補助具を予め挿入し、喉頭鏡で喉
の奥を見ながら挿管する。
【０００３】また、気管内チューブを挿管する別の方法
として、内視鏡を用いる方法があり、特開平２０００－
１１６５９５において「気管内チューブ挿管用内視鏡」
が開示されている。この内視鏡の患者へ挿入される挿入
部内腔において、全長にわたる２枚の薄板は、それぞれ
挿入部の先端のみで固定されている。この２枚の薄板
は、挿入部に固定されない状態（自然端を持った状態）
で設置されているので、挿入部は、手元の操作部におい
て、どちらか１枚の薄板を全長方向に移動すると、もう
１枚の薄板を連れて湾曲する構造をもっている。また、
この内視鏡は、先端部以外の全長方向を金属でできた補
強パイプで覆われているので、薄板を全長方向へ移動す
ると、先端部のみが湾曲することになる。
【０００４】医療従事者は、このような内視鏡を気管内
チューブに予め挿入し、接眼レンズの視野を利用して選
択的に気管内チューブを患者の気管内へと挿管する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
挿管補助具では、その矯正具合（曲げ具合）の調整や、
患者の喉頭蓋降下及び、出血による喉頭鏡の視野不良下
においては、医師の経験、感覚等に頼らざるを得ない。
特に挿管補助具の矯正具合は、患者による個人差が非常
に大きく、その形状を誤ると喉頭や気管を損傷する恐れ
がある。
【０００６】「気管内チューブ挿管用内視鏡」において
は、先端部以外の患者に挿入される部分（金属でできた
補強パイプを覆った部分）が柔軟性を欠いているため、
挿管補助具同様、喉頭や気管を損傷する恐れがある。
【０００７】また、湾曲部は薄板の厚み方向への一軸的
な湾曲のみであるため、例えばその軸と直交する方向の
視野を確認するためには内視鏡自体を９０度回転させな
ければならない。上記先端部以外の患者に挿入される部
分は、その回転により同様に患者体内で回転されること
となり、さらに喉頭や気管の損傷の恐れが生じる。
【０００８】本発明は以上のような従来の課題を考慮し
てなされたものであり、全体として気管等の体内経路の
形状に対し、柔軟に対応することができるとともに、一
部が手元操作で多軸的に湾曲することができる湾曲構造
を提供し、この湾曲構造を備えた挿管補助具及び内視鏡
を提供することを目的とする。
【０００９】
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【課題を解決するための手段】本発明の請求項１に記載
の発明は、先端部と、前記先端部に連なり湾曲可能に構
成された湾曲部と、この湾曲部に連なり体内経路の形状
に沿って形状を変移するのに充分な柔軟性を持つ柔軟部
と、前記湾曲部を任意の方向へ湾曲させるための操作部
を有し、前記湾曲部は複数の連結部が連結して構成さ
れ、前記連結部はその全長に渡り貫通する少なくとも３
つの貫通孔と、前記貫通孔が開口する一方の基端に位置
する球状連結凸部と、他方の基端に位置して前記球状連
結凸部と摺動状態で嵌挿可能な球状連結凹部とを有し、
前記柔軟部は長手方向に貫通する孔を有し、前記操作部
は前記湾曲部の制御を行なう操作制御部を有するととも
に、前記先端部に固定され、前記少なくとも３つの貫通
孔と前記孔を通過する少なくとも３本のワイヤーを有
し、前記ワイヤーは前記操作制御部によって連動操作さ
れることを特徴とする体内経路へ挿入される用具の構造
である。
【００１０】この体内経路へ挿入される用具の構造によ
れば、複数の連結部における球状連結凸部と球状連結凹
部の嵌挿により構成される湾曲部が、柔軟部と連なるこ
とで患者へ挿入する部分全体が構成されるため、全体と
しての柔軟性は大きいものとなる。特に連結部の少なく
とも３つの貫通孔を通過し、先端部に固定された少なく
とも３本のワイヤーは操作制御部により連動操作される
ので、湾曲部は操作制御部の操作によって多軸的に湾曲
することになる。
【００１１】本発明の請求項２に記載の発明は、請求項
１記載の体内経路へ挿入される用具の構造において、柔
軟部は複数の筒状連結部により構成され、上記孔が開口
する一方の基端に位置する球状連結凸部と、他方の基端
に位置して前記球状連結凸部と摺動状態で嵌挿可能な球
状連結凹部とを有する事を特徴とするものである。
【００１２】この体内経路へ挿入される用具の構造によ
れば、柔軟部が複数の筒状連結部における球状連結凸部
と球状連結凹部との嵌挿で構成されるため、上記湾曲部
と同様の柔軟性をもって連なることができる。
【００１３】本発明の請求項３に記載の発明は、請求項
１又は２に記載の体内経路へ挿入される用具の構造にお
いて、操作制御部は、上記少なくとも３本のワイヤーに
おける張り具合をそれぞれ調整可能なワイヤー調整機構
を備えていることを特徴とするものである。
【００１４】この体内経路へ挿入される用具の構造によ
れば、少なくとも３本のワイヤーのそれぞれを調整可能
なワイヤー調整機構を備えているため、湾曲部、柔軟部
における形状を調整することができる。
【００１５】本発明の請求項４に記載の発明は、請求項
１乃至３のいずれかに記載の構造を備えた気管内チュー
ブの挿管用補助具であって、気管内チューブの内腔へ挿
入し、上記操作制御部の操作による湾曲部の動作によ
り、気管内チューブの患者側端の方向を変更可能とした
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ことを特徴とするものである。
【００１６】この気管内チューブの挿管補助具によれ
ば、操作制御部の操作による湾曲部の動作により、外挿
される気管内チューブの先端を患者の気管内へ挿管しや
すいよう任意の方向へ導くことができる。また、全体と
して柔軟性を有するので、湾曲部以外の人体に接触する
部分は、患者の体内経路に沿って形状変移することがで
きる。
【００１７】本発明の請求項５に記載の発明は、請求項
１乃至３のいずれかに記載の構造を備えた内視鏡であっ
て、さらに上記連結部は上記少なくとも３つの貫通孔と
平行して全長に渡り貫通する貫通穴を有し、上記操作部
は接眼レンズと、光源部と、前記光源部に電力を供給す
る電源部とを有し、前記接眼レンズは映像を伝送するた
めの像伝送用ファイバーに接続され、前記像伝送用ファ
イバーは上記孔と前記貫通穴を通って上記先端部におい
て対物レンズと接続されるとともに、前記光源部は光伝
送用ファイバーを有し、前記光伝送用ファイバーは上記
孔と前記貫通穴とを通って上記先端部において上記光源
からの照射光を前記対物レンズの視野範囲において照射
可能に接続されていることを特徴とするものである。
【００１８】この内視鏡は、請求項１乃至３のいずれか
に記載の構造を備えていることから、患者に留置された
状態であっても操作制御部の手元操作により、多軸的に
対物レンズの方向を変える事ができる。また、全体とし
て柔軟性を有するので、湾曲部以外の人体に接触する部
分は、患者の体内経路に沿って形状変移することができ
る。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、図面に基づいて本発明を詳
細に説明する。
【００２０】図１は、本発明に係る体内経路へ挿入され
る用具の構造をもつ気管内チューブの挿管補助具１であ
り、（イ）は自然状態を示し、（ロ）は操作時における
状態における組立て断面図である。気管内チューブの挿
管補助具１は、全体として金属又は合成樹脂等で形成さ
れ、気管内チューブの最深部まで挿入される先端部１０
と、この先端部１０に接続され、後述の操作部４０の操
作により湾曲することができる湾曲部２０と、この湾曲
部２０に接続される柔軟部３０と、この柔軟部３０に接
続され、前記湾曲部２０を任意の方向へ湾曲させる操作
部４０と、前記先端部１０から前記操作部４０までの内
腔を全長にわたり挿入されるワイヤー５０とから構成さ
れる。
【００２１】先端部１０は、後述の接続部２１の雄ネジ
部２１ｂと螺合するための雌ねじ部１０ａを有してい
る。
【００２２】湾曲部２０は、前記先端部１０と接続する
ための接続部２１と、複数個の連結部２２とから構成さ
れる。図２は、接続部２１の外観斜視図である。ここに
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示す接続部２１は、その基端部周上の４箇所において上
記ワイヤー５０が許容できるよう寸法設定される係止溝
２１ａと、上記先端部１０の雌ねじ部１０ａと螺合可能
な雄ねじ部２１ｂと、上記ワイヤー５０が長手方向に挿
入可能であり、係止溝２１ａに対し周上の位置を同一と
した４つの貫通孔２１ｃと、後述の球状連結凸部２２ａ
を摺動状態で嵌挿可能な球状連結凹部２１ｄとから構成
される。また、図３は連結部２２の外観斜視図である。
ここに示す連結部２２は、その一端において上記球状連
結凹部に対し摺動状態で嵌挿可能な球状連結凸部２２ａ
と、他端において球状連結凸部２２ａを摺動状態で嵌挿
可能な球状連結凹部２２ｃと、上記ワイヤー５０が長手
方向に挿入可能である４つの貫通孔２２ｂとから構成さ
れる。
【００２３】図１において柔軟部３０は、湾曲部２０と
接続され、ワイヤー５０を収束するための収束部３１
と、収束部３１と接続される複数個の筒状連結部３２と
から構成される。図４は収束部３１の一部切欠き斜視図
である。ここに示す収束部３１は、その一端において上
述の球状連結凸部のそれぞれと略同一に寸法設定された
球状連結凸部３１ａと、他端において上述の球状連結凹
部のぞれぞれと略同一に寸法設定された球状連結凹部３
１ｄと、上記ワイヤー５０が挿入され得るよう寸法設定
された４つの挿入孔３１ｃと、長手軸心付近に位置し、
上記送入孔３１ｃのそれぞれと連通状態にある収束孔３
１ｃとから構成される。また、図５は筒状連結部３２の
外観斜視図である。ここで示す筒状連結部３２は、その
一端において上述の球状連結凸部と略同一に寸法設定さ
れた球状連結凸部３２ａと、他端において上述の球状連
結凹部のそれぞれと略同一に寸法設定された球状連結凹
部３２ｃと、長手軸心付近に位置し、全長に渡り貫通す
る孔３２ｂとから構成される。
【００２４】図１において操作部４０は、上記連結部３
２と後述の保持部材４２とを接続するためのアダプタ４
１と、後述の操作レバー４３を摺動状態で保持するため
の保持部材４２と、ワイヤー５０が挿入され、任意の操
作により湾曲部２０を湾曲させる操作レバー４３と、操
作レバー４３と螺合されワイヤー５０の張り具合を調整
する調整リング４４と、調整リング４４と摺動状態で嵌
挿されるスペーサ４５と、スペーサ４５と螺合され、ワ
イヤー５０のそれぞれの張り具合を調整するための４つ
の調整ねじ４６とから構成される。
【００２５】図６は、操作部４０の一部切欠き斜視図で
ある。アダプタ４１は、筒状連結部３２が固定状態で嵌
挿される小径の孔４１ａと、保持部材４２が固定状態で
嵌挿される大径の孔４１ｂとから構成される。操作レバ
ー４３は、円筒状の筒体４３ａと、筒体４３ａの一端に
雄ねじ部４３ｂと、筒体４３ａの他端に球状の球体４３
ｃと、球体４３ｃにおいて、筒体４３ａの断面円周上の
４方向に延設する挿入筒４３ｄとから構成される。ま
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た、挿入筒４３ｄのそれぞれは筒体４３ａと連通状態で
あり、そこにワイヤー５０が挿入される。保持部材４２
は、半割状の２つの同じ形状の部品を組み合わせて形成
し、ワイヤー５０が挿入される溝４２ａと、上記球体４
３ｃが摺動状態で設置されるよう寸法設定される半球状
の窪みであるガイド４２ｂと、上記挿入筒４３ｄが収納
され、上記操作レバー４３と保持部材４２の相対的な回
転方向を制限するとともに、保持部材４２の軸方向に対
する上記挿入筒４３ｄの移動を許容するよう設計された
収納部４２ｃと、保持部材４２を２つ組み合わせること
でその合せ面において収納部４２ｃと略同一の隙間を形
成することができる収納片４２ｄとから構成される。調
整リング４４は、全体として円筒状であり、上記雄ねじ
部４３ｂと螺合する雌ねじ部４４ａと、小径円筒状の嵌
挿部４４ｂとから構成される。スペーサ４５は、上記嵌
挿部４４ｂを摺動状態で嵌挿可能に寸法設定された嵌挿
穴４５ａと、その基端における４つの雌ねじ部４５ｂと
から構成される。調整ねじ４６は、ワイヤー５０のそれ
ぞれをスペーサ４５に対して固定するために、ワイヤー
５０を介して上記雌ねじ部４５ｂに螺合する。
【００２６】図７は、気管内チューブの挿管補助具１の
分解斜視図である。なお、説明の便宜上、本来複数個必
要である連結部２２及び、筒状連結部３２は、ここでは
それぞれ一つずつ示している。
【００２７】図７に示されるワイヤー５０の一本である
Ｗ１（実線で示したもの）は、接続部２１、連結部２
２、収束部３１及び筒状連結部３２を挿入され、操作レ
バー４３の挿入筒４３ｄへと導かれ、挿入筒４３ｄの一
本であるＳ１に挿入され調整リング４４及び、スペーサ
４５を通過して調整ねじ４６によってスペーサ４５に固
定される。すなわち、ワイヤー５０が接続部２１で挿入
される位置は、操作レバー４３の挿入筒４３ｄにおい
て、対向する位置へと変化させられる。その他のワイヤ
ーＷ２、Ｗ３、Ｗ４においてもそれぞれ対向する、Ｓ
３、Ｓ１、Ｓ４へ導かれる。また、ワイヤー５０の自由
端（先端部１０側）は、それぞれ接続部２１の係止溝２
１ａ（図２）に挿入され、その状態で接続部２１及び先
端部１０との螺合により先端部１０と固定される。
【００２８】以上のように構成された気管内チューブの
挿管補助具１は、図１の（イ）に示すように操作部４０
の多軸的な操作に連動して湾曲部２０が湾曲し、気管内
チューブを導くための調整が可能であり、さらに柔軟部
３０は湾曲部２０と同様の連結方法であるので、全体と
して非常に柔軟である。
【００２９】また、ワイヤー５０は、操作レバー４３と
調整リング４４の螺合の調整により、４本同時に張力の
調整が可能であるため、操作レバー４３の操作に要する
力加減を微調整できる。
【００３０】このような挿管補助具１を用いて気管内チ
ューブを患者の気管へ挿管する場合、医療従事者は、気
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7
管内チューブを患者の喉頭を介して挿入し、食道、気管
における分岐部において湾曲させることができるため、
速やかに気管内へ気管内チューブを挿管することができ
る。また、挿管時において、柔軟部３０は喉頭又は気管
内でその形状に沿うのに充分な柔軟性を有するため、安
全に挿管することができる。挿管が完了した後、操作レ
バー４３により、湾曲部２０の湾曲は解除されるので、
挿管補助具１を容易に抜き取ることができる。
【００３１】なお、上記実施例において挿管補助具１は
４本のワイヤー５０を設けたが、３本又は５本以上とし
ても良く、また先端部１０、湾曲部２０、柔軟部３０
は、全長に渡り樹脂等で形成されたチューブで被覆する
ことが望ましい。
【００３２】さらに上記実施例において柔軟部３０は、
複数の筒状連結部３２が連なることで構成されるが、合
成樹脂又は金属等の柔軟性を有するチューブ又はパイプ
を代用することも可能である。
【００３３】図８は、本発明に係る体内経路へ挿入され
る用具の構造をもつ内視鏡２の組立て断面図である。内
視鏡２は、上記の気管内チューブの挿管補助具１の構成
に対して先端部１０、連結部２２、及び収束部３１の軸
心付近において長手方向を貫通する貫通孔１０ｂ、２２
ｄ、３１ｅが追加され、アダプタ４１が光源ケース４７
へ変更された構成をもつ。さらに、内視鏡２は、先端部
１０の基端に設置された対物レンズ６０と、対物レンズ
６０に接続され、先端部１０、接続部２０及び、柔軟部
３０の内腔を通過して光源ケース４７の内部まで導入さ
れる像伝送用ファイバー６１と、光源ケース４７の外部
において像伝送用ファイバー６１と接続される接眼レン
ズ６２と、先端部１０の基端に一端を固定され、先端部
１０、接続部２０及び、柔軟部３０の内腔を通過して光
源ケース４７の内部まで導入される光伝送用ファイバー
６３と、光源ケース４７の内部において光伝送用ファイ
バー６３の他端と接続される光源６４と、光源６４に電
力を供給するために接続される電源部６５と、先端部１
０、湾曲部２０、柔軟部３０において、対物レンズ６０
の視野範囲を除く全長に渡り被覆されるチューブ６６と
から構成される。
【００３４】このような構成をもつ内視鏡２を使用して
気管内チューブを患者の気管内へ挿管する場合、医療従
事者は、内視鏡２を気管内チューブへ挿入する。その
後、気管内チューブを患者の喉頭を介して挿入し、その
先端が外部から確認できない位置まで挿入したところ
で、接眼レンズ６２を介して内部の様子を確認すること
ができるので、直視下において気管内チューブ先端を所
定位置まで押し進めることができる。また、柔軟部３０
が充分な柔軟性を有しているため、喉頭や気管内でその
形状に沿うことができるので、安全に挿管することがで
きる。挿管が完了した後、操作レバー４３により湾曲部
２０の湾曲は解除されるので、内視鏡２を容易に抜き取*
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*ることができる。
【００３５】また、内視鏡２は、柔軟部３０が体内経路
に沿うのに充分な柔軟性を有していることから、入組ん
だ体内経路、例えば気管支等における用途に適してい
る。
【００３６】
【発明の効果】以上説明したことから明らかなように、
本発明の体内経路へ挿入される用具の構造は、先端の一
部が任意の操作により湾曲し、その他の部分が柔軟性を
有する構造であるため、全体として体内経路の形状に対
し、柔軟に対応することができ、一部が手元操作で多軸
的に湾曲することができるとともに、各ワイヤーの張力
をそれぞれ調整することができるという長所を有する。
【００３７】この構造を有する気管内チューブの挿管補
助具は、この挿管補助具が挿入された気管内チューブに
おいて、それが患者へ挿入されると、気管、食道の分岐
部において先端部を湾曲させることができるため患者の
気管内へ挿管しやすいよう任意の方向へ導くことができ
る。さらに、柔軟部が気管の形状に沿って変形すること
ができるため、喉頭や気管を損傷する恐れがなくなる。
【００３８】この構造を有する気管内チューブの内視鏡
は、柔軟部が患者の体内経路に沿うのに充分な柔軟性を
有しており、湾曲部が手元操作によって、多軸的に湾曲
することができるため、喉頭や気管を損傷する恐れがな
く、湾曲形状の固定、解除の操作が容易であるため、挿
入、抜取りの操作性も向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係る体内経路に挿入される用具の構
造をもつ気管内チューブの挿管補助具１の断面図であ
り、（イ）は自然状態を示したもの、（ロ）は操作時に
おける状態を示したものである。
【図２】  接続部２１の外観斜視図である。
【図３】  連結部２２の外観斜視図である。
【図４】  収束部３１の一部切欠き斜視図である。
【図５】  筒状連結部３２の外観斜視図である。
【図６】  操作部４０の一部切欠き斜視図である。
【図７】  挿管補助具１の分解斜視図である。
【図８】  本発明に係る体内経路へ挿入される用具の構
造をもつ内視鏡２の組立て断面図である。
【符号の説明】
１  挿管補助具
１０  先端部
１０ｂ  貫通孔
２０  湾曲部
２１  接続部
２２  連結部
２２ｄ  貫通孔
３０  柔軟部
３１  収束部
３１ｅ  貫通孔
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３２  筒状連結部
４０  操作部
４１  アダプタ
４２  保持部材
４３  操作レバー
４４  調整リング
４５  スペーサ
４６  調整ねじ
４７  光源ケース *
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*５０  ワイヤー
６０  対物レンズ
６１  像伝送用ファイバー
６２  接眼レンズ
６３  光伝送用ファイバー
６４  光源
６５  電源部
６６  チューブ

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】 【図５】
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【図６】

【図７】

【図８】
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